
いしかわ百万石文化祭２０２３ 後期展示の開始について

「皇居三の丸尚蔵館収蔵品展」・「御殿の美 展」の後期展示を開始（11/7～26）
 → 「皇居三の丸尚蔵館収蔵品展」の前期展は、尚蔵館の巡回展として過去最多27,602人が来場

文化振興課076(225)1371 -１-

国宝『喪乱帖』王羲之

刀（名物 若狭正宗）

・11月11日(土),18日(土),23日(木・祝),24日(金),25日(土)  20時まで開館時間延長

 ・本多の森公園を会場とした催事

 ①伝統工芸をテーマとした光のオブジェや、LEDイルミネーションを11月19日(日)まで開催

 ②３館の壁面を光で彩るデジタル掛軸を、11月23日(木・祝)から25日(土)まで開催

○ 「皇居三の丸尚蔵館収蔵品展」 と「チームラボ 金沢城 光の祭」の入場料相互割引を実施中

国宝『動植綵絵

牡丹小禽図』

        伊藤若冲

どうしょくさいえ

ぼたんしょうきんず

三の丸尚蔵館収蔵品展（県立美術館・国立工芸館） 御殿の美 展（県立歴史博物館）

○ 夜間催事の開催

そうらんじょう

重要文化財 『桜花雉子図（名古屋城本丸御殿表書院一之間障壁画）』
おうかきじず

現在実施中



首都圏における石川の秋の味覚の発信

・加賀れんこん、香箱ガニ、能登牛など、旬の「百万石の極み」をＰＲ
・金沢市出身の料理人（「銀座やまざき」店主）が腕を振るった
弁当を提供（50食）

・加賀れんこんの「はす蒸し」など石川の食文化の魅力を発信

百万石の極みＰＲイベント（東京駅） 場 所:JAPAN RAIL CAFE TOKYO（東京駅構内）
日 時:11月17日（金）11時30分～12時

ブランド戦略課076(225)1661 畜産振興・防疫対策課076(225)1625

・昨年8月の「能登牛お披露目会」で、首都圏の仲卸業者から好評 
→ 東京への出荷頭数増（R3:95頭 ⇒ R4:168頭）※約1.8倍

・今年は、仲卸業者に加え、ホテルやレストラン関係者も招待
・旬の源助だいこんや五郎島金時などの県産食材とともに、能登牛
の魅力が際立つ料理をコースにて提供

能登牛を味わう会（帝国ホテル東京）

昨年の会の様子

加賀れんこんのはす蒸し

豊富な秋の県産ブランド食材の魅力を、県観光大使である武藤敬司氏とともに
首都圏へ売り込み、販路拡大につなげる

場 所:帝国ホテル東京（東京都千代田区）
日 時:11月17日（金）13時30分～15時30分

-２-
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事業承継の取組について

経営支援課076(225)1525

１．更なる事業承継の推進に向け、今年度から、「事業承継円滑化補助金」を新設
（11月10日時点：申請数９件 ／ 令和6年1月31日まで随時受付中）

      補助上限額：50万円、補助率：1/2 補助対象経費：専門家活用経費（譲渡契約書等の作成費用など）

２．セミナー・個別相談会の拡充 ※セミナーR4：3回→R5：6回、個別相談会R4：30回→R5：60回

11月15日（水）に、県地場産業振興センターで、事業承継に成功した
体験者が語る「事業承継セミナー」を開催（主催:ISICO） -３-

石川県事業承継・引継ぎ支援センター（ISICO内）における相談・成約件数は
年々増加傾向

相談

成約

（9月末時点）

（158）

（9月末時点）

（ ）

（  ）

うち9件が
第三者承継
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